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今日は、「なりたい自分」と「先送り」について話をします。鍵になるのは、やる気

がない日の自分とどう向き合うかです。ただし、よくある「やる気を出そう」「もっと

頑張ろう」といった話ではありません。もっと現実的で、誰もが直面するリアルな話

です。なりたい自分を叶えるために、やる気が出ない日の自分をどう動かすか、とい

う話です。 

まず、皆さんに一番伝えたい結論があります。「なりたい理想の自分は、やる気があ

る日だけの行動では絶対に作られない」ということです。言い換えれば、タイトルに

ある通り、「なりたい自分は、先送りした未来にはいない」のです。今日は、この事実

について深く考えていきましょう。 

皆さんには、それぞれ「こうなりたい」という自分の姿があるはずです。すでに明

確な言葉にできている人もいれば、まだうまく説明できない人もいるでしょう。それ

でも、誰もが心のどこかで「こういう自分でありたい」という理想を感じているので

はないでしょうか。将来の夢として描いている人も、日々の生活の中で「こういう人

間でいたい」と願っている人もいると思います。 

例えば、堂々と自信に満ちた自分。周囲から深く信頼される自分。学力を高めて勉

強ができる自分や、部活動の舞台で圧倒的な輝きを放つ自分。あるいは、自分の希望

する進路を絶対に実現する自分。誰にでも優しくあれる自分。そして何より、自分の

ことを心から好きでいられる自分。皆さんが憧れる姿には多様な形があり、そのどれ

もが等しく価値のある、大切な未来です。 

しかし、ここで一つ、私たちが決して避けて通れない現実があります。それは、「な

りたい自分になるためには、必ず具体的な行動が必要だ」という冷徹な事実です。た

だ頭の中で思い描くだけでは、人は 1 ミリも変わりません。願っているだけで勝手に

力が身につくことなどないのです。「こうなりたい」と願うステップは確かに大切です

が、それだけでは理想の自分に一歩も近づきません。自信のある自分になりたいな

ら、人前で話す経験を重ね、失敗しても立ち直るプロセスを何度も繰り返す必要があ

ります。信頼される自分になりたいなら、約束を守り、期限を守り、周到な準備をす

るという行動が不可欠です。勉強ができる自分になりたいなら、授業に集中し、復習

を徹底し、分からないところを徹底的に質問する。部活動で活躍したいなら、地味な

基礎練習を黙々と続け、コンディションを整え、仲間と協力する。進路を実現したい

なら、必死に勉強し、調べ、相談し、小論文や志望理由書を書き進める。人に優しく



なりたいなら、自分や他人の感情に敏感になり、言葉を慎重に選び、相手の立場を想

像する。そのすべてに、実際の「行動」が必要です。理想の自分に近づくために必要

なのは、特別な才能でも、天性の根性でもありません。日常のなかで、実際に「今、

何をするか」です。なりたい自分に近づく行動を一つずつ積み重ねることだけが、皆

さんの未来の姿を形作っていきます。 

しかし、ここに大きな問題が立ちはだかります。私たちは理想の自分に近づきたい

と強く願う一方で、そのために必要な行動には、なかなかやる気になれないというリ

アルな問題があります。毎日の予習復習や課題は面倒くさい。部活動の地味な基礎練

習はサボりたくなる。期限を守ることや、連絡や準備をすることはひたすら煩わし

い。進路を叶えたいけれど、大学や企業を調べたり、志望理由を書いたり、先生に相

談したり、小論文に向き合ったりすることは、できることなら後回しにしたい。挑戦

したい気持ちはあっても、失敗して傷つくかもしれないことには手を出したくない。

優しい人間でありたいのに、心に余裕がないときはつい否定的な言葉を口にしてしま

う。自分を好きになりたいけれど、自分の行動をそう簡単に変えられない。 

これこそが、私たちの中にある最大の矛盾です。「理想の自分」という輝かしい結果

は欲しいのに、そのための地道な「行動」には気が進まない、やる気が出ない。でも

知っておいてください。これは皆さんだけではありません。大人にも、今目の前にい

る先生方にも、そして私自身にだって日常的にあります。だから、やる気が出ないこ

とそのものを、必要以上に責めたり自己嫌悪に陥ったりする必要はありません。やる

気になれない、面倒くさい、後でやりたい、今日は気分が乗らない、できれば避けた

い。そう感じるのは、人間としてごく自然なことです。皆さんの能力が低いわけで

も、熱意や責任感が足りないわけでも決してありません。 

ただし、それが普通だからといって、そのままでいい理由にはなりません。やる気

が出ないことは誰にでもあります。本当に向き合うべき問題は、やる気が出ないこと

ではなく、「やる気が出ないから」という理由で、毎回同じように物事を先送りしてし

まうことです。「今日はやる気がないから、後でやろう」「今は気分が乗らないから、

明日にしよう」「まだ期限まで時間があるから大丈夫」「何から始めたらいいか分から

ないから、とりあえず放っておこう」。このような言い訳は、一度だけなら大した問題

にはならないかもしれません。しかし、それが何度も繰り返されると、それは皆さん

の思考パターン、行動パターンとして脳に定着し、やがて強固な「悪い習慣」へと変

わっていきます。やる気がないから、やらない。後でやる、と言いながら結局やらな

い。期限がギリギリになってから慌てて雑に済ませ、できなかった言い訳を必死に考



える。最悪の場合、それを正当化するために嘘をつく。そんなスパイラルに陥っては

いないでしょうか。 

先送りが本当に恐ろしいのは、課題が遅れたり、提出物を忘れたり、成績が下がっ

たりすることではありません。そんな表面的な問題ではなく、「面倒くさいことはやら

ない人間」になってしまうこと、「できない理由、やらない理由を探して自分を正当化

する人間」になってしまうことです。そして何より、「自分はどうせできない」という

無力感を、自分の中に確実に積み上げてしまうことです。何度も先送りを繰り返し、

何度も間に合わなくなる。その結果、何度も自分を責め、自分への信頼を少しずつ、

確実に失っていきます。「自分は始められない人間だ」「自分は続けられない人間だ」

「自分は約束を守れない」「どうせ変われない」。そう思い込むようになると、自分に

自信の持てない、脆い人間になってしまいます。つまり、先送りという行為は、単な

る時間の使い方の問題ではなく、自分への信頼の問題であり、自尊心の問題です。自

分を好きでいられるかどうかの、根源的な問題なのです。 

だからこそ、あえてもう一度言います。なりたい自分は、先送りした未来には絶対

にいません。特別な日に突然現れる魔法でもなければ、やる気がある日だけ頑張れば

自然に出来上がるものでもありません。なりたい自分は、日々の地道で小さな選択の

先にしか存在しないのです。特に、皆さんの「気分が乗らない日」の選択の先にあり

ます。 

やる気がある日は、誰だって動けます。調子が良い日は、誰だって頑張れます。勝負

を分けるのは、そうではない日です。疲れている日、面倒くさくてスマートフォンを

眺めていたい日、何となく気が重い日、失敗しそうで一歩が踏み出せない日、後でや

ろうと言い訳が浮かぶ日。そういう最悪のコンディションの日に、自分をどうにかし

て 1 ミリでも動かすか。そこに、皆さんの未来の姿が少しずつ、しかし確実に表れて

きます。なりたい自分は、やる気がある日だけの行動では作られません。やる気がな

い日に、自分をどう動かすかで決まるのです。 

次回は、この「やる気が出ない日の自分」という最大の敵にどう向き合えばよいの

か、その具体的な戦略について一緒に考えていきましょう。 

 


